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第１回 中標津町パートナーシップで進めるまちづくり町民会議記録 

 

☆日 時   平成１７年１１月１５日（火）１９：００～２１：００ 

☆場 所   役場３階３０１会議室 

 

☆出席者   ５０名 （町民委員２７名、プラネット２１名、ファシリテーター：東田秀美氏 

西澤町長、） 

 

 

 

○西澤町長 

・皆さん、おばんでございます。夜分、 

それぞれお仕事を持っている中で、お疲 

れのところお集まりいただきましてあり 

がとうございます。 

 今、事務局のほうから、ご挨拶申し上 

げましたとおり、多分、この町の歴史の 

中で、初めての住民会議になろうと思い 

ます。そのスタートの日であります。 

 この会議は、公募によりまして、皆さ 

んに募集させていただきました。 

 この町を思って、そして、この町をど 

うして行ったら良いか、そういう意欲の 

ある町民３３名が出席されております。 

そして、町の職員でありますが、２１名、これも公募して、まちづくりに特に意欲のある職員

が、自ら手を上げて、この会議に、皆さんと一緒に出席させていただいています。一部、事務局

がおりますが、それ以外は、住民の方々も職員も、それぞれ自分の意思でパートナーシップで進

めるまちづくり町民会議に出席されている訳でございます。 

これから、無報酬で夜分、集まっていただくわけでありすが、大変恐縮でございますけれども、

なんと言っても、私たち、皆さん方のふるさと中標津でございます、この中標津の将来のために、

皆さんの様々の知恵、議論を進めて、町民と行政が一体となって議論を進めていただきたい、こ

のように念願する次第であります。 

 日本のしくみ、構造改革と言いますか、ずいぶん変化していると思います。 

 特に、中央集権的な組織、国の政府をできるだけ小さな国にしたい、小さな政府にしたい、い

わゆる、今まで国が行ってきたことは、地方で出来ることは地方にやってもらおうと、スリムな

日本をつくろうということで、小泉内閣が様々な構造改革に取り組んでいます。 

 地方にどんどん権限が委譲されてきている時代であります。そして、地方としては、個人がで

きることは個人で、地域ができることは地域で行っていったらどうだろう、こんなことになるわ

けでございます。 

 また、国の財政につきましても、あるいは、北海道の財政につきましても、大変厳しい財政に

なってきております。 

 少ない財源をどのように地域で有効的に使ったらよいか、これも大事な仕事になってきます。

いわゆる、地方が自主自律、自己責任を持ちながら、この地域を創っていこうということであり

ます。 

町長挨拶 
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 これまでは、国の請負のようだった地方でありましたが、これからは、住民と共に個性のある、

地域づくりをして行きたいと常にそう思っていまして、皆さんの知恵をお借りしていきたいと思

っております。 

 北海道大学の宮脇教授が、新しいものへの挑戦には失敗がつきものであると言っております。

そして、失敗が問題ではなくて、その失敗から学ばないことが問題であると言っております。 

 これからのパートナーシップで進めるまちづくりで、一番心配しているのは、地域エゴがでて

こないかということと、それは行政がやる仕事ではないかという不満、それから陳情型にならな

いだろうか、ということを心配しております。 

 この会議が、我われ行政側に対し、皆さんの不満をぶつける場となってはいけないと思ってお

り、なんとか建設的な意見を出し合える町民会議になっていただきたいと思っております。 

 大変、難しいことに挑戦をするわけでありまして、職員側も初めての試みでありますので、多

分、右往左往するのではないかと思います。 

 冒頭にもお話しましてが、我々の郷土中標津の町を如何に住みやすくするか、住み続けたい町

にするのかが原点でありますので、どうか皆さんと一緒にこの会議を進めて行きたいと思ってお

ります。 

 これからも、夜分、しかも無報酬で集まっていただくことになりますが、この会議の趣旨を充

分にご理解いただいて、進めていっていただきたいと思っておりますので、よろしくお願い申し

上げまして、私のご挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございました。 

 


